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昭和町総合会館 落成児童館• 

「
会
館
」
利
用
の
目
玉
に

町
で
は
、
総
合
会
館
の
浴
場
を
会
館
の
目
玉
と
な
る
よ
う

に
、
去
年
の
十
一
月
に
温
泉
掘
削
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
三
月
に
地
下
八
百
五
十

m
の
位
置
か
ら
湯
温
四
十
三
、
三

度
、
毎
分
四
百

f
の
温
泉
が
噴
き
出
し
た
。

泉
質
は
、
石
和
温
泉
の
鉱
物
成
分
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
単

純
泉
に
比
べ
、
こ
の
温
泉
は
弱
ア
ル
カ
リ
で
鉄
分
や
硫
黄
分

を
豊
富
に
含
ん
で
い
て
、
泉
質
の
高
い
温
泉
と
調
査
依
頼
し

た
浜
野
一
彦
山
梨
学
院
大
教
授
は
説
明
し
て
い
る
。

=青空と緑と産業のまち昭和町一

，、lハゐ 本町は

，、さ~ i'コボクシング

タ烹E l:¥iii¥ 会場です

0'-61年 金之干央ノ

かLll]¥~・j， H
国徳を成功させよう

-かいじ国体・会期…・

夏季大会…61年 9月 7日，...， 10日

秋季大会…61年 10月 12日，...， 17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……
61年 10月 25日，...， 26日



広報しようわ 昭和61年 5月 1日発行(2 ) 

機能回復訓練室 図書室

ねたきり老人浴室 浴室 生活相談室

露天風巴 保健指導室
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軽運動室

談話コーナー 相談室

栄養実習室 講習室 展示ホール
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遊技室 図書室

離欝聖護襲腫騨瞳璽欝輯欝瞳轟轟覇輔購轄醒醒盟
-老人福祉センタ一地域の老人K対して各種の相談に応ずるとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリ

ェー ションのための便宜を総合的に供与し、もっと老人に明るい健康的な生活を営ませ

る施設です。

・保健センター…… 地域住民の健康づくりを推進するため、地域に密着した健康相談、健康教育、健康診査

等の保健サービスを総合的に行う拠点とするとともに、地域住民の自主的な保健活動の

場に資する為の施設です。

.働く婦人の家…… 勤労婦人等に対して、各種の相談に応じ、必要な指導、講習、実習等を行い、並びに休

養及びレクリェーションのための便宜を供与する等、勤労婦人の福祉に関する事業を総

合的iζ行なう施設です。

.児童館…………… 児童に健全な遊びの場を与え、幼児及び少年を個別的又は集団的に指導して健康を増進

-平面図

・総合会館・1F 

• 2 F 
夕刊詰I主

し、情操を豊かにするとともに、児童の健全育成に関する総合的な機能を有する施設で

す。

-児童館

ihj::1 出

一正i室
財源内訳

や 合計
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わ事昭
れが和
、総町

町合誕

肋I~ 会生λJI発館十
豆ヱ|展落五
xlの成周
e望台|たと年
5弓|め伴を

者jkk祝
/尽盛う
力大記
さに念

れ
た
五
十
四
名
の
功
労
者
の
表
彰
安
打

い
ま
し
た
。

ス

(
敬
称
略
・
年
齢
順
)

こ
の
度
、
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
総
り
ま
す
。
又
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
一

合
会
館
に
は
、
い
く
つ
か
の
施
設
が
あ
面
あ
り
使
用
時
間
は
毎
日
午
前
九
時
よ

り
、
老
人
福
祉
の
関
係
で
は
老
人
福
祉
り
午
後
五
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り
に
た
だ
し
、
温
泉
利
用
に
つ
い
て
は
午
前

心
豊
か
な
人
生
を
送

っ
て
頂
く
た
め
、
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
と
な
っ
て
お

教
養
、
娯
楽
あ
る
い
は
趣
味
な
ど
を
と
り
利
用
料
百
円
を
納
め
て
頂
く
こ
と
に

お
し
て
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
な
り
ま
す
。

内

容

が

整

備

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

な

お

、

毎

月

第

二

と

第

四

の

土

曜

日

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
月
曜
日
を
除
い
は
障
害
者
の
交
流
の
日
と
し
て
使
用
さ

て
毎
日
開
放
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
教
養
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
一
般
老
人
の
方

娯
楽
室
兼
集
会
室
は
畳
四
十
二
畳
敷
で
は
ど
遠
慮
下
さ
い
。
障
害
者
の
皆
さ
ん

囲
碁
将
棋
セ
ッ
ト
ま
で
備
え
つ
け
て
あ
に
は
温
泉
を
利
用
し
な
が
ら
器
具
な
ど
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車動向
口央中

を
使
っ
て
効
率
的
な
機
能
回
復
訓
練
を

行
っ
て
頂
き
ま
す
。
又
従
前
、
昭
寿
荘

の
入
浴
施
設
を
借
り
て
行
っ
て
お
り
ま

し
た
、
ね
た
き
り
老
人
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
も
セ
ン
タ
ー
に
立
派
な
浴

室
と
控
室
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
乙
ち
ら
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て
は

遠
距
離
の
方
は
町
の
パ
ス
が
従
来
ど
お

り
週
二
回
火
曜
日
と
木
曜
日
に
次
の
と

お
り
巡
回
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

長
遇
受
賞
置

番

号

地

区

1

築
地
新
居

飯

喰

河
東
中
島

河
東
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清
水
新
居

河

西

西
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地
新
居
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西

紙
漉
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紙
漉
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原

西
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清
水
新
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上

河

東

河
東
中
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喰

氏
河

西

名

執

柳

沢
志

村
秋

山

油

川
河

西
田

中

井

上
石

原

五
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小

林

高

野

小
宮
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井

口

須

田
三

神

長

田

小
宮
山

小
宮
山

小

池

保

坂

牧

野

保

坂

森

川
小

沢

行善喜八富幾
十士太名

弘弘篤宏弥次治良次章夫夫幹林次吉之雄夫真広雄久一男郎

番

号

地

区

1

河

西
押

越
西
条
二
区

清
水
新
居

河

西

築
地
新
居

飯

喰

紙
漉
阿
原

西
条
一
区

紙
漉
阿
原

河

西

河
東
中
島

築
地
新
居

西
条
一
区

西
条
新
田

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

河

西

河

西

河
東
中
島

清
水
新
居

上

河

東

西
条
二
区

清
水
新
居

河
東
中
島

押

越
河
東
中
島

築
地
新
居

河風 内鷹 金秋金今鷹五今磯野塩野坂 志 薬 窪 名 小 名 河 五 保 井 清 今
日 宮

田間藤 野 井 山丸福野昧村部沢田瀬本村袋固執山執田昧坂口水村

恒義博保 三 幸省全 逸忠
四 名

透男 男吾雄明 一彦 誠治徹団久明郎馨夫博次義十規忠吾ー威馬友

2 

2 

3 

3 

4 

4 

5 

5 

わ

6 

6 

7 

7 

つ

贋正文盛久良

8 

8 

9 

9 

よ

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

乗 車場所 時間

;役 場 発 9 :00 

西条小プール前 9: 03 

笠井竹材庖前 9:05 

平 安閣前 9: 10 

不 老 庵 入口 9: 13 

ファミリコ昭和庖前 9:20 

小宮山光治氏宅東 9: 25 

小林商庖前 9: 28 

中島公会 堂前 9:38 

;森 川家具 店別 9:40 ・

今村スタンド削 9:43 

萩原スタンド削 9: 45 

常永支所 目Ij 9: 48 

築地公会堂前 9: 50 ・

し報

国
母
駅

福祉パス運行案内図

広

徳光車忠善正淳

主主
Cコ

日東二

森川家具

9時的分

美

J 
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築地新居チーム

~ 
///冒隼包錦盟問

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

O
優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

(
時
間
・
大
会
新

1
時
間
ぬ
分
日
秒
)

準

優

勝

河

東

中

島

チ

ー

ム
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位

押

越

チ

l
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チ
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飯

喰

チ

ー
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十
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清

水

新

居

チ

!
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石原体育協会長より優勝旗を受ける築地新居チーム
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喰
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上
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第
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中

美

穂
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漉

阿

原

(
同
タ
イ
ム
)
笠
井
あ
き
子
上
河
東

第

八

区

磯

部
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地

新

居

第

九

区

鈴

木

和
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築

地

新

居

第

十

区

山

田

秀

才

押

越

第
十
一
区

川

口

義

行

西

条

二

区

第

*

区

間

新

記
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*

一
区

8
分

幻

秒

海

野

敏

幸

8
分

お

秒

大

坪

寛

6
分

幻

秒

角

野

祐

子

8
分

お

秒

鷹

野

幸

仁

8
ハ

刀

叫

秒

大

勝

真

一

8
分

印

秒

井

上

俊

司

7
分

日

秒

川

口

義

行

第 第

H 五 三

区区

第
十

一
区

熱い声援に選手もファイト (上河東中継所)

ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

O 

リ

ー

グ

戦

開

幕。

プ
ロ
野
球
も
四

月
に
閉
幕
し
、
今

や
激
し
い
ペ
ナ
ン

ト
レ

l
ス
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、

乙
乙
昭
和
町
で
も

第
四
回
町
ク
ラ
ブ

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
(
主

催
・
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
、
会
長

樋
口
一
雄
)
が
、

四
月
十
八
日
押
原

小
学
校
々
庭
の
ナ

イ
タ
ー
で
開
幕
し
、

今
年
の
秋
頃
ま
で

熱
戦
が
続
き
ま
す
。

果
た
し
て
ど
の
チ

l
ム
が
優
勝
し
ま
す
か
?

去年の閉幕の開会式より

ラ河藤昭阿米築飯西西山
喰条 3担

3条長自
ン、ー ベ和
タ アー

辰

ト西機 B 原業地ズ区ズ協

2. 

ク
リ
エ

1

ト
宅
間

上

河

東

二

区

西

条

新

田

中

島

昭

和

A

上

河

東

西

条

二

区

B

西

条

二

区

A

清
水
ス
ラ
イ
ダ
ー
ズ

ね

じ

武

'Y 

11. 10. 9. 8. 7. 6. 5. 4. 3. 2. 

A級リーグ

B級リーグ

7. 6. 5. 4. 3. 

山

実
精和

10. 9. 8. 

ビ、



声
宮=-F司

わ

押
越
菊

ω会
基
宣

-つ

私
達
押
越
菊
の
会
は
昭
和
四
十
六
年

五
月
に
発
会
以
来
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

発
会
当
時
は
会
員
も
少
な
く
、
初
心
者

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

二
年
前
の
春
に
役
場
国
体
室
よ
り
国

体
の
菊
を
作
っ
て
下
さ
い
と
話
が
あ
り
、

会
員
に
話
し
た
と
と
ろ
、
失
敗
す
る
と

困
る
と
の
事
で
一
旦
は
お
断
わ
り
し
ま

し
た
が
、
五
十
年
に
一
回
と
の
事
で
、

私
達
が
出
来
る
範
囲
内
で
お
手
伝
い
を

し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

六
十
年
十
一
月
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を

目
標
に
会
員
が
研
究
を
始
め
、
役
場
で

菊
の
苗
も
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
来

大
輪
の
菊
は
十
一
月
三
日
に
満
開
花
咲

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
花
を
十

一
月
二
十
日
以
後
に
満
開
花
咲
か
す
と

の
事
で
会
員
の
方
々
も
大
変
ど
苦
労
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
植
付
け

る
十
月
咲
の
小
菊
苗
作
り
、
国
体
用
三

本
立
菊
、
菊
の
会
展
示
会
用
の
菊
、
十

よし報広( 7 )昭和61年 5月 1日発行

声

一
月
二
十
日
頃
に
咲
く
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
用
の
菊
と
多
く
の
種
類
を
つ
く
り
ま

し
た
。

十
月
咲
き
の
小
菊
と
三
本
立
菊
は
鳥

取
国
体
開
催
前
に
役
場
正
面
玄
関
に
飾

付
け
し
、
役
場
を
訪
れ
る
方
々
に
よ
ろ

ζ

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
十
一
月
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
に
飾
付
け
し
た
菊
も
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
各
方
面
よ
り
御
好
評

を
頂
き
、
会
員

一
同
よ
ろ
乙
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
山
梨
県
花
い

っ
ぱ
い
運
動

推
進
協
議
会
長
望
月
幸
明
様
よ
り
、
河

西
さ
っ
き
会
と
い
っ
し
ょ
に
感
謝
状
を
J

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
国
体
本
番
で
す
。
菊
の
会
で

は
、
す
で
に
菊
の
苗
作
り
を
三
月
よ
り

始
め
て
お
り
、
一
本
で
も
多
く
の
苗
が

取
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

国
体
時
に
は
選
手
、
役
員
を
花
で
迎

ら
れ
る
よ
う
、
会
員
、
一
丸
と
な
り
、

一
生
の
思
い
出
に
な
る
国
体
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山田さんを囲んで本番用の菊作りを

する菊の会のみなさん
~骨ξ

l工事入札結果I-21 
昭和 61年 3月執行分

工 事 名 工事場所(工期〉 落札金額 落札業者 担当課

円
昭和町総合会館・児 総合会館内 開八協商事

童館新築ブラインド、 S 61. 3.18 5，935，000 河東中島 総務課

暗幕、カーテン、舞
--- 61. 3. 29 2081 

台幕工事

昭和町総合会館・児 〆/ 竹林庭

童館新築 S 61. 3. 18 7，300，000 河西 1184 1/ 

植栽- 1 工事 --- 61. 3. 29 

1/ 昭和園芸

植栽-2 工事 同 上 7，900，000 河東中島 λY 

1785-1 

11 長田組土木附

駐車場舗装工事 ノ/ 23.000.000 甲府市丸ノ内 ノノ

2 -9 -20 

ノ〆 日興建謝槻

外構-1 工事 〆ノ 17，080，000 押越 2130 dペy

〆〆 井口工業掬

外構-2 工事 1/ 16，510，000 甲府市国母 ノノ

5 -18-22 

。
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おしらせ

領雪

わ

昭
和
六
十
一
年
四
月
四
日
午
後
三
時
に
昭

和
町
役
場
に
お
い
て
昭
和
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
六
月
二
日
任
期
満
了
と
な

る
昭
和
町
長
選
挙
の
執
行
管
理
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
投
票
事
務
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

つよし幸良

町
長
選
挙
に
投
票
で
き
る
有
権
者
の
資
格

と
失
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

0
投
票
で
き
る
有
権
者
の
資
格

O
年
齢
要
件

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
九
日
以
前
の
出
生
者

。
住
所
要
件

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
一
日
以
前
か
ら
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
、
及

び
同
日
以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
者
。

O
失
格
者
、
次
の
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
選
挙
の
当
日
ま
で
に
町
外
へ
転
出
し

た
者
。

二
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
二
日
以
降
本

町
へ
転
入
し
た
人
。

三
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
九
日
以
降
満

二
十
歳
に
な
る
人
。

四
、
公
民
権
停
止
中
の
人
、
実
刑
中
の
人
、

禁
治
産
者
等
。

広

町
内
は
、
次
の
投
票
所
に
お
い
て
、
昭
和
六

十
一
年
五
月
十
八
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
に
投
票
を
し
て
頂
き
ま
す
が
、
「
投
票
入

場
券
」
は
必
ず
本

人
の
も
の
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
入
場
券

は
各
区
長
を
通
じ

配
布
し
ま
す
が
、

手
違
い
に
よ
り
お

手
許
に
届
か
な
か

っ
た
場
合
は
、
当

日
証
と
な
る
保
険

証
か
、
運
転
免
許

証
等
を
提
示
し
て

下
さ
い
。

投票区 区域(区名) 投票庁設置場所

第一投票区 紙押漉阿原越・・築河地東新中居島 押日開越町5中32央公開官

第二投票区 西西条条一新区田 ・西条二区 西二条区4265会西堂条
第一公

第三投票区
飯 喰・河 西 上河東 384
上河東・上河東二区 上河東公会堂

第四投票区 清水新居 清清水水新新居居540 
公会堂|

ご
存
じ
で
す
か

不
在
者
投
票
制
度

不
在
者
投
票
制
度
と
は
、
選
挙
当
日
正
当
な

理
由
に
よ
り
、
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
乙

と
が
で
き
な
い
選
挙
人
の
た
め
に
投
票
日
前
で

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

選
挙
人
が
自
分
の
属
す
る
投
票
区
域
外
に
お

い
て
職
務
・
業
務
に
従
事
す
る
場
合
や
、
や
む

を
得
な
い
用
務
(
事
故
も
含
む
)
の
た
め
町
外

に
旅
行
、
滞
在
中
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
不

在
投
票
を
行
う
乙
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
は
「
告
示
日
よ
り
投
票

日
の
前
日
」
ま
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
の
間
、
昭
和
町
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
乙
と
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

電
話
(
七
五
)
一
一
一
一

のて
と区四
お長月
り・ 一
選 区 日
任長付
及代で
び理
治て
タ乙

更常部
"守三凡バ¥

敬茄，芸区
称ま昌 l乙
略し訟お 島
)た次い

叫刈小叶叶ザ4 小 4小いい4小+小叫叶叶ち

;去記念日)が日曜日なので、 4日は振替休日 1 
となり、残念ながら、改正された祝日法は適 う

用されません。よそのため、実際に恩恵、をうけ ? 
るのは昭和63年力、ら、ということになります。 2

お楽しみは ちょっと先ということになり i 
ますね。

叶い4 小叶叶叶叶J

西

条

一

区

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

清

水

新

居

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

河

東

中

島

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

築

地

新

居

区

長

区
長
代
理

// 

土
木
委
員

衛
生
委
員

志野柿漆末
村沢島畑木

金

丸

安

長

石
原
道
彦

笹

本

照

男

笹

本

昭

夫

加

々

美

芳

雨田山石
宮 中下原

井武田今回
上内中津中

金松敏
晃勝唯雄夫

範一譲和
雄永二義

仲六
千等勝郎始

f 
1 
1 
; 
; 
1 
? 休日が l日ふえることになりましたの とは

Z いっても 2つの条件がついています。 まず前

乙 日と翌日が「国民の祝日」でなければなりま

; せんーでは 5月ーその日

に当たります。 また、その日が日曜日や振替

休日の時には、休日にはなりません。，-な~

; んだ」と思われる方もいらっしゃるかもしれ

; ませんが、飛び石連休の聞をうめるうれしい

1 改正には違いありません。

1 これは、国民の祝日に関する法律が一部改

1 正されたことによるものです。

1 今年は 5月 4日が日曜日、来年は 3日(憲

i叶叶叶ザ叶叶仲介吟吟叶叶叫叶叶叶

¥l/l¥l/l¥VJ:'----tノ官、-.J/ト-J/i¥l/l¥l/l¥ L官、4ノ官、4〆子、l/l¥i

5月の飛び石連休を

うめる休日がでZました

-祝日法の改正一

¥VJ:'--



町
営
住
宅
補
欠
入
居
者

募

集

失あ

ん

な

い

町
で
は
、
常
永
団
地

K
町
営
住
宅
が

九
十
二
戸
あ
り
ま
す
が
、
補
欠
入
居
者

の
申
し
込
み
を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

《
入
居
者
の
資
格
》

-
町
内
に
住
所
又
は
、
勤
務
場
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と

0

.
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

-
公
営
住
宅
法

K
基
づ
く
基
準
の
収
入

者
で
あ
る
者

0

.
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
乙
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
乙
と
。

胡
い
合
わ
せ

ラ
ジ
オ
番
組

「
税
務
署
か
ら
お
知
ら
越
」

Y
B
S
ラ
ジ
オ
で
は
、
毎
週
日
曜
日

の
朝
七
時
五
十
分
か
ら
七
時
五
十
五
分

ま
で
、
「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

を
放
送
し
、
税
金
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

六
十
一
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で
の
放

送
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放

送

日

一

テ

l

マ

5
月

4
日
一
法
人
税
申
告
の
注
意
点

法
人
税
申
告
の
注
意
点

税
に
不
服
の
あ
る
と
き

パ

l
ト
と
税
金

年
金
と
税
金

予
定
納
税
に
つ
い
て

わつよし報広( 9 )昭和61年 5月 1日発行

5
月
日
日

5
月
時
日

5
月
お
日

6
月
1
日

6
月
8
日

電 昭
七和
五町
|役
二場
一建

硲|ー設
一課

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

税
務
大
学
校
普
通
科
生

の
募
集

高
校
生
の
税
に
関
す
る

作
文
の
募
集

7
月
は
所
得
税
第

1
期

分
の
納
期
で
す
。

青
色
申
告
の
お
す
す
め

高
校
生
の
税
に
関
す
る

作
文
の
募
集

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
災
害

と
税
金

税
の
相
談
は
税
務
相
談

室
へ

貯
蓄
と
税
金

税
金
は
み
な
の
た
め
に

使
わ
れ
る

酒
類
の
密
造
防
止
に
つ

い
て
川

酒
類
の
密
造
防
止
に
つ

い
て
凶

な
お
、
テ
l

マ
は
税
制
改
正
等
が
あ

れ
ば
、
変
更
す
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。

。
すまし転移吾

、

ヵ庫公民国

んせ

「ヰ
内

)

円

U
問
l
u
融
「
」
↓
E
l
制

2

U
口
同
「
し
一
「
!
な

竹
川
一
回
一[圃「
物
ゴ

-一時寸ヱコ
F
勺
一

6 6 
月月
22 15 
日日

6
月
初
日

7
月
6
日

7
月
日
日

7
月
初
日

7
月
幻
日

8
月
3
日

8
月
刊
日

8
月
打
日

8
月
M
日

8
月
白
日国民金融公庫甲府支庖の庖舗が、きたる

5月 6日(火)か ら下記に移転します。

至松本 E『司圃-~・-園甲府駅周-=-=- 至新宿

(-￥ 

平
和
通
り

N
下

T
か
ら
お
知
ら
せ

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局
で
は
、
お

客
様
か
ら
の
ど
注
文
、
お
問
い
合
せ
な

ど
を
、
な
お
一
層
ス
ム
ー
ズ
に
お
受
け

す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
電
話
番
号

を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
電
話
の
新
設
、
移
転
、
ご
相
談
な
ど

を
お
受
け
す
る
番
号
は
、
局
番
な
し
の

「
二
六
番
」

(無
料
)
。

。
電
話
料
金
の
ご
請
求
、
お
問
い
合
せ

は
従
来
ど
お
り
「

(O
五
五
二
)
三
三

l
二
九
九
二
番
」
(
無
料
)
。

。
お
手
数
で
す
が
、
お
手
元
の
電
話
帳

と
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
訂
正
の
う
え
、ご

利
用
下
さ
い
。

な
お
、
故
障
の
場
合
は
一
一

三
番、

電
話
番
号
の
お
問
い
合
せ
は
一

O
四
番

に
お
願
い
し
ま
す
。

西武
デパー ト

移転先

電話

女
肝
臓
の
超
音
波
横
診内

窓
民意:

~ 

~
甲
府
盆
地
の
南
は
か
つ
て
は
地
方
病
の

V

発
病
が
多
か
っ
た
と
ζ

ろ
と
き
い
て
お
り

可
ま
す
。
山
梨
医
科
大
学
附
属
病
院
の
放
射

V

線
科
で
は

C
T
(
シ
!
テ
ィ

l
)
と
い
う

可
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
で
お
酒
や
胆
石
等
で
肝

V

臓
を
い
た
め
た
方
々
の
検
査
を
し
て
お
り

可
ま
す
が
、
五

O
歳
以
上
の
方
々
の
中
に
は

V

な
る
ほ
ど
地
方
病
に
か
か
っ
た
証
拠
の
あ

V

る
人
が
多
い
の
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
o

v

地
方
病
に
か
か

っ
た
証
拠
は
、
肝
臓
の
中

v

k
白
い
筋
(
す
じ
)
が
入
っ
て
い
る
乙
と

可

で
、
乙
の
白
い
筋
の
数
は
地
方
病
が
お
も

可
か

っ
た
方
ほ
ど
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

叫
わ
れ
ま
す
。

ー
さ
て
、
肝
炎
K
か
か

っ
た
乙
と
が
あ
る

V

方
や
、
長
年
の
お
酒
で
肝
臓
が
ち
ぢ
ん
で

V

い
る
方
は
、
そ
う
で
は
な
い
方
た
ち
に
較

叫

べ
て
肝
臓
に
腫
壌
が
で
き
や
す
く
な

っ
て

可
い
る
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
乙
の
腫

V

壌
を
簡
単
に
は
や
く
み
つ
け
る
方
法
と
し

可
て
、
今
は
超
音
波
検
査
が
も

っ
と
も
よ
く

可
利
用
さ
れ
て
お
り
、
自
分
で
は
気
が

つ
か

引
な
い
早
い
時
期
比
腫
蕩
を
み
つ
け
て
手
術

可
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

叫
と
乙
ろ
が
先
述
の
地
方
病
に
か
か

っ
た
乙

可
と
の
あ
る
方
々
に
ζ

の
超
音
波
検
査
を
し

可

ま
す
と
、
地
方
病
の
き
ず
あ
と
が
邪
魔
を

可
し
て
腫
虜
が
ひ
そ
ん
で
い
て
も
そ
れ
を
は

v

ゃ
く
み
つ
け
る
乙
と
が
難
か
し
い
の
で
す
。

可
そ
乙
で
大
学
病
院
の
放
射
線
科
は
玉
穂
町

V

が
毎
年
行

っ
て
い
る
秋
の
健
康
ま
つ
り
に

V

協
力
す
る
形
で
、
昨
年
か
ら
地
方
病
と
い

可
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
地
方
病
で
は
な

E

く
て
も
肝
臓
が
わ
る
い
と
い
わ
れ
て
い
る

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
放
射
線
科
)

ゐ

侶

@ 

思

山

暁

方
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
期
間
中
に
超
音

波
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
地
方

病
の
き
ず
あ
と
の
あ
る
方
や
、
精
密
検
査

を
必
要
と
す
る
方
々
に
は
大
学
病
院
で
C

T
検
査
を
・
つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
K

腫
虜
が
ひ
そ
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
、
そ

の
他
の
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
を
検
査
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
健
康
ま
つ
り
に
参
加

さ
れ
た
方
々
の
血
液
に
つ
い
て
も
特
殊
な

方
法
で
腫
蕩
が
で
き
や
す
い
性
質
か
ど
う

か
、
あ
る
い
は
腫
療
が
で
き
て
い
る
方
が

い
な
い
か
を
調
べ
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月

に
は
八
十
八
人
の
方
が
超
音
波
の
検
査
を

う
け
ら
れ
、
更
に
そ
の
う
ち
三
十
二
人
の

方
が
C
T
検
査
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
な
ζ

と
に
腫
壌
が
ひ
そ
ん
で
い
た
方

は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
血
液
の

方
は
八

O
人
の
方
の
分
を
調
べ
ま
し
た
が
、

同
じ
よ
う
に
腫
虜
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
数
人

に
腫
蕩
の
で
き
や
す
い
状
態
が
み
っ
か
り

ま
し
た
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
つ

c

つ
け
て
毎

年
検
診
を
・
つ
け
て
い
た
だ
く
乙
と
が
大
切

で
し
ょ
う
。

肝
臓
の
腫
蕩
も
小
さ
い
う
ち
に
発
見
す

れ
ば
手
術
で
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
の

他
の
病
気
、
胆
石
や
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
で

ち
ぢ
ん
だ
肝
臓
と
か
、
脂
肪
が
沢
山
た
ま

っ
た
肝
臓
な
ど
が
み
つ
か

っ
て
も
、
治
療

を
う
け
れ
ば
よ
く
な
り
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
、
ど
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に

定
期
健
康
診
断
は
、
す
す
ん
で
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会
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問問鰍保健衛生だより鰍泉純鰍

実施日 |受付時間 l 該 当 児

5月 14日劇|午後 1時
昭和 60年 4月生まれ

7月生まれ

5月 15日嗣 |
--2時 昭和 60年10月生まれ

昭和 61年 1月生まれ

持ち 物 母子手帳・筆記用具

日 時 5月 10日(土〉・ 24日(土〉

午前 9時--11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし可。

妊娠証明書は必要ありません。

場所

昭和町

J川八lじメ仁h1、メ~

官官

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行し 1健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

日時

場所

該当児

5月27日(火) 午後 1時--2時

総合会館

砂 I期-・-昭和58年 9月 1日~昭和59年 2月29日

までの出生児。

惨E期一.1期 3回を完了して 1年から 1年 6か

月以内の者。

砂昭和57年 3月 1日~昭和58年 8月31日までの

出生児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

o問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

し可。

O 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっているもの。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内のもの。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起としたもの。

日 時 5月 13日(火) 午後 1時--2時

場 所 総合会館

該当児 .1回目-一昭和 60年 8月 1日~昭和 61年 l 

月 31日までの出生児。

.2回目 昭和 60年 2月 1日~昭和 60年 7

月 31日までの出生児。

-昭和 60年 8月 1日以前K生まれた子で 4歳

以下の未投与者。

持ち物 母子手帳・問診票

※追加投与…上記の実施日 lζ投与できなかった幼児について

追加投与を 5月 28日(水)午後 1時--2時まで

実施します。

<注意事項>

。体温は必ずはかつてください。

O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。

。投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は投与できません〉

1. 現在下痢をしている人、または発熱している人。

2. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

3. はしか、 BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

4. 3樺混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

実施日

受付時間

場所

該 当 児

持ち物

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち.物

その他

5月 21日(水)

午後 1時--2時

総合会館

昭和 59年 9月 l日~昭和 59年 11月 30日まで

の出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票

5月初日(木)

午後 1時--2時

総合会館

昭和 60年 12月 1日~昭和 61年 3月 31日まで

の出生児。

母子手帳

昭和 60年 12月及び昭和 61年 1月出生児につ

いては検診後、神経芽細胞腫の検査方法の説明

と検査セットの配付を行いますので60円切手 l

枚または現金60円をど持参ください。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~v.~v.v.v.v.v.v.q 

j ご注意:町民の健康相談、健康診査は総合会館で j
(役場東隣り・保健センター) ミ
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い
貌
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な
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に

ト
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ふ
フ
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か
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一
年
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¥
幼
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園
、
保
育
園
と
ど
こ
が
/

/
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
¥
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-
小
学
校
へ
入
学
す
る
ζ

と
は
、
子

供
に
と
っ
て
も
ま
た
親
に
と
っ
て
も

心
の
躍
る
大
き
な
喜
び
で
す
が
、
そ

の
反
面
今
ま
で
の
幼
稚
園
や
保
育
所

と
違

っ
て
、
大
勢
の
友
だ
ち
に
固
ま

れ
、
広
い
校
内
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
学
校
生
活
に
と
ま
ど
い
は
な
い
か

と
い
う
「
不
安
、
緊
張
」
が
伴
う
も

の
で
す
。

・
入
学
当
初
子
供
が
直
面
す
る

一
番

大
き
な
生
活
の
変
化
は
、
入
学
前
の

「
自
由
な
生
活
か
ら
規
律
の
は
っ
き

り
し
た
生
活
」
に
移
る
乙
と
で
す
。
学

校
に
は
朝
礼
、
整
列
し
て
話
を
聞
く
、
的

授
業
と
休
み
時
間
、
私
語
を
し
な
い
、
的

な
ど
の
多
く
の
規
律
が
あ
っ
て
、
子
供
一

の

忍

耐

力

が

要

求

さ

れ

ま

す

。

…

・
子
供

K
と

弓
て
の
基
本
的
習
慣
(
食
…

事
、
睡
眠
、
排
池
、
着
脱
衣
、
清
潔
な
時

ど
)
に
つ
い
て
は
、
入
学
前
は
お
も
k

m

室
胡
ふ
た
ち
は
ち
に
し
て
花
芽
つ
け

大
人
の
手
を
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
入
吋
来
風
強
く
部
屋
の
人
声
荒
々
し

学

後

は

指

示

、

命

令

を

受

け

な

い

で

、

山

小

沢

百

合

子

「
自
分
か
ら
で
き
る
よ
う
な
自
律
的
態
似

度

」

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

時

・
幼
稚
園
や
保
育
所
の
生
活
は
、
遊
び
問

中
心
で
す
が
、
一
年
生
に
な
る
と
次
第
刊

に
遊
び
と
授
業
が
分
化
し
て
き
ま
す
。
間

し
か
し
、
初
め
の
乙
ろ
は
遊
び
を
主
体
仰

と
し
た
授
業
が
多
く
、
子
供
の
興
味
を
州

引
き
出
し
な
が
ら
、
「
あ
わ
て
ず
無
理
問

せ
ず
見
守
る
」

ζ

と
が
、
勉
強
好
き
の
似

子
供
を
育
て
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

m

い

ま

す

。

間

・
小
学
校
で
の
新
し
い
体
験
に
よ
っ
て
、
町

子
供
は
生
活
の
切
り
換
え
を
し
な
け
れ
的

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
子
供
は
不
安
や
…

緊
張
か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
…

し
心
身
と
も
に
「
疲
労
が
増
し
て
」
く
ゆ

る
の
で
、
新
し
い
学
校
生
活
に
順
応
し
矧

易
い
よ
う
に
生
活
時
間
を
規
則
的
に
守
…

る
よ
う
温
か
く
見
守
る
乙
と
が
大
切
で

ω

!
)
よ
，っ
。

抑

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/
立
俳
句

(
敬
称
略
)

身
を
よ
じ
り
・
く
す
ぐ
り
を
待
つ
子

春
矩
焼

紅
さ
せ
ば
唇
つ
ミ
品
す
児
よ
ひ
ひ
な
の
問

磯

部

信

与

春
矩
淀
層
の
見
方
子
に
教
え

地
鎮
祭
雪
の
中
か
ら
竹
を
切
る

長
田
そ
の
子

焦
燥
程
着
付
ぶ
ざ
ま
や
日
短
か

雪
晴
の
野
や
身
延
線
カ
ラ
フ
ル
に

河

田

好

子

誰
彼
と
足
音
、て
か
る
医
温
し

右
向
い
て
左
向
い
て
寝
る
春
速
し

輿
石
さ
ゑ
代

鳥
の
巣
の
ホ

l
ム
ド
隣
る
木
に
置
か
れ

あ
た
た
か
や
若
さ
に
交
り
陶
土
粘
る

内
総
ふ
く
次

乳
呑
児
の
視
線
の
え
の
か
げ
ろ
へ
る

洗
う
菜
の
指
に
ま
つ
わ
る
水
温
む

松

岡

満

子

水
温
む
下
校
の
思
守
は
鯉
を
唱
え
‘
ヮ

祝
ぎ
こ
と
に
出
か
け
る
朝
や
初
音
な
く

薬

袋

花

枝

P 日
~ di強 ま
~ 務機i で
長 隣鱗~I の -~ 

i闘 巨玖 I

き 機関 ( 月 、心内

j闘 七匂)
閥|喧/'包

ミ山浅南大藤小磯斉岸神福水小 佐高高荻平込費米小佐村伊仙木柏間高長 k 
;田沼部津綱松主藤本宮田石 E氏 命 野野根原岡喜藤津野2FE村木下木田氏;

;真智紋 厚雄梨 昌友圭明 名 院 | 広清清利成一幸真静静津恭真 隆育寿真名 P
E希史希大知太子博之里志宏瞳 隊露議 美司子和子郎美二江雄子彦理悟子生美 - ~ 

|機 え~ '-' d 
保 憾綴i σ 

徳誠護 i機騒 ~
男一者 阪養護 ~

l愛護対 西河河西清上河河西 ミ
西紙 [~I 条 東条水河 冬地 i
条漉地問 二 中二新里 - i 
二 阿 区 U 区西島区居医西西区区 j
区原

汗
と
涙
の
結
晶

0

・
汗
と
漠
d

と
言
え
ば
高
校
野
球
。

ひ
た
す
ら
J

甲一
子
園
d

を
目
指
し
て

連
日
連
夜
‘
練
習
K
励
む
。
選
手
ば
か

織

り
で
は
な
い
一
応
援
団
一
も
一
生
懸
命
。
揖

・・

丸
山
臨
め
、
心
理
と
は
面
白
い
も
の
で

J

館
仮

2
1葉
と
神
奈
川
の
決
勝
戦
去

、
、
る
と
‘

余東
北
の
人
は
千
葉
を
、
広
島
々

J
I

人
は
神
奈
川
を
応
援
す
る
と
い
わ
れ
る

」

ほ

ど
郷
土
意
識
が
拡
大
さ
れ
て
く
る
q

-
M

オ
リ
ン
ピ
ッ
、ク
の
よ
う
な
大
会
で
あ
、

乙
れ
ば
、
思
が
一
つ
花
な

っ
て
応
援
デ

ロ

ム

む
、
出
一あ
砲
が
違
う
か
久
と
敵
対

視

プ

す

る

レ
ど
…は
しな
い
。

ζ

れ
が
民
船
長
識

の

よ
い
う
も
抄の
で
し
ょ
う
。

税

，

税

金
w

も
同
じ
で
す
。
圏
中
が

一
つ

一
の
、
む
に
な
っ
て
、
正
し
い
申
告
と
納
税

を
す
れ
ば
、
豊
か
な
国
寸
つ
く
り
、
+帯せ

乙
と
で
し
ょ
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一一一一一一、仏 守/~\

二、、Oltまり

@~の乙川 MAY  皐月(さっき)

メーデー (木)
16 

(金)

先勝 大安

2 八正十之木八夜祭り~
(金)

17 
(土)

5日 友弓| 得赤口

3 也憲法記念日 (土〉 母~父子寡婦家庭一日行楽 18 国際善意ト ⑪ 昭和耐震選挙投票日(当日開票息 詰

先負 〈三保文化ランド) 先勝 、県(午体前育祭?時り~午後 6時}
ヘ

4 
⑪ 

19 
(月〉

仏滅 友引

5 
巴乙どもの日 (月);

20 
(火):

大安 先負
手 、作 止

6 
立夏 (火)

21 
小満 (水) 1歳 6ヶ月児健康診査(総合会

赤口 仏滅 館)

ア
健康の日 (水)

22 
(木)

先勝 大安

8 
世界赤十字デ (木〉

23 
(金)

友引 赤口

9 
(金〉 24 社会風紀浄化 芯〈土〉

機母(総子能合回手会復帳館交訓練付)及実、県施び体一日育般(健総祭康合り相会談館)日
仏滅

する運動 先勝

(土) ⑪ 
10 

愛鳥週間 母機(子総能手合回会復帳交館訓付)練及び一般健康相談日 25 
県体育祭り

大安 実施日(総合会館) 友引
私

11 
母の日 ⑪ 

26 
(月!) 

赤口 先負
ばヂ

12 
(月)

27 
(火〉 3種混合予防接種 (総合会館)

先勝 仏滅

13 
(火〉 ポリオ生ワクチン投与(総合会

28 
(水) ポリオ生ワクチン追加投与

友引 官官〉 大安 (総合会館)

14 
(水) 乳児健康診査 (総合会館〉

29 
(木)於乳児整形外科検診(総合会館)

先負ヤ 赤口容

15 
沖縄返還記念 (木〉 乳児健康診査 (総合会館)

30 
， (金)

日 仏滅 先勝

31 文公環化布境財記美保念化護白日法日
(土) 寵15議i品論理期限
友引 期限

ん5，，， 周 伐の:。コミ a史集 B:~ゃ
怪グ

努<ゴミはきまりを守って出しましょう>

士通?長竺 可 燃 物 不 燃 物 1.必ず町指定の紙袋または荷札を使っ

。西条地区 ガラス・フ。ラスチック類 金 属 類
て出してください。

毎週 2日、 6日、 9日 2.収集袋、荷札には必ず住所、氏名を

清水新居
13日、 16日、 20日 毎月 記入してください。

西条新田
火・金曜日 23日、 27日、 30日 第 2水曜日 14日

第毎月
3.収集日の当日午前 8時30分までに出

O 押原地区 してください。
4 4.可燃物、不燃物の分別はし っかり お

河東中島 毎週
1日、 8日、 12日

毎月 水 28日
紙漉阿原 曜 乙なってくださし、。

。常永地区 15日、 19日、 22日 21日 日 5.台所のゴミはよく水切りをして出し
月・木曜日 第 3水曜日 てください。

飯喰 26日、 29日 6.使用済み乾電池は収集場所K備え付

河西 けの「使用済み乾電池田収缶Jへ入

上河東 れてください。


